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「豊臣期大坂図屛風」について
　2007 年 9 月 28 日、29 日の両日にわたり、オーストリア・グラー
ツ市で新発見された「豊臣期大坂図屛風」をめぐる国際シンポジウ
ムが開催された。「豊臣期大坂図屛風」は、オーストリア・グラー
ツ市にある州立博物館ヨアネウムの一つ、エッゲンベルク城博物館
に所蔵される作品である。
　エッゲンベルク城博物館の所在地、グラーツ市は「音楽の都」ウ
イーンから列車で約 2 時間半、オーストリア南東部に位置し、オー
ストリアの 9 つの州の一つシュタイヤマルク州の州都でもある（図
1）。
　シュタイヤマルク州は、別名「千の要塞の地」とも呼ばれ、グラー
ツという地名もスラブ語の「Gradec（グラデツ＝小さな城）」という語に由来するという。16 ～ 17 世紀には、オ
スマントルコに対する重要な防御拠点として、多数の要塞が築かれた地域であった。
　グラーツ市の旧市街は 1992 年に世界遺産に指定されている。赤茶色のレンガ屋根が連なる街並みが、中世の雰
囲気を感じさせてくれる。古都の趣をよく保存するグラーツ市は、現代文化の発信基地としての顔も持つ。1980
年代から、「グラーツ派」と呼ばれる、現代建築家グループがヨーロッパ建築界をリードし、現代建築史に確固た
る地位を築いている。
　エッゲンベルク城の建築は 1625 年にさかのぼる。建築の背景には、初代エッゲンベルク侯ハンス ･ ウルリッヒ
（1568 ～ 1634）とハプスブルク家とのつながりが大きく関わっている。
　1619 年、オーストリア ･ ハプスブルク家のフェルディナンドⅡ世が、神聖ローマ帝国の皇帝に即位した。この
皇帝の治世に、ハンス ･ ウルリッヒは豊かな外交力を駆使し、一介の商人からハプスブルク家の貴族になった。皇
帝の信頼を得たハンス・ウルリッヒは、その後も公爵・枢密顧問官長へと昇進し、1625 年には中部オーストリア
地域の総督の地位についた。
　一代で異例の立身をとげたハンス ･ ウルリッヒには、新しい総督の地位と権力を目に見える形で示す必要があっ
た。そのために建築されたのが、宮廷付の建築士ピエトロ・デ・ポミスに設計を依頼した、エッゲンベルク城である。
　「豊臣期大坂図屛風」がグラーツの地に渡ることになったのは、エッゲンベルク侯 3 代目、ヨハン ･ ザイフェル
ト（1614 ～ 1713）が関与していると考えられる。彼は芸術に深い関心を示した人物で、アントワープの商人か
ら多くの芸術品を購入している。ヨハン ･ ザイフェルトの没後、1716 年に作成された財産目録には「インド風の
屛風、25 フロリアン」と記された一項があり、現在までの研究では、これが「豊臣期大坂図屛風」ではないかと
推測されている。
「豊臣期大坂図屛風」の発見
　「豊臣期大坂図屛風」はエッゲンベルク城博物館 2 階の「日本の間」に飾られている。元は 8 曲 1 隻の屛風で
あったと考えられるが、現在は 1 扇ずつ分割され、8 枚のパネルとして壁面に嵌め込まれている。そのため、現地
では長らく、これが日本の屛風であるとは認識されていなかった。この屛風に再び光を当てたのが、バーバラ・カ
イザー氏（エッゲンベルク城博物館主任学芸員）である。カイザー氏は、オーストリア・ウイーンにあるシェーン
ブルン宮殿の修復所に「豊臣期大坂図屛風」の修復を依頼した。8 枚のパネルは「日本の間」の壁から取り外され、
2000 年から 2004 年にかけて修復を受けた。この過程で本作品は、豊臣期の大坂を描いた屛風として注目される
図 1：オーストリアとグラーツの位置
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ことになった。
　2006 年 5 月、州立博物館ヨアネウム総監督ペーター・パケシュ
氏から、ドイツ・ケルン大学教授フランチィスカ・エームケ氏に「豊
臣期大坂図屛風」の調査依頼があった。同年 9 月、エームケ氏は「豊
臣期大坂図屛風」の情報を携え、関西大学の招聘研究者として来日
した。エームケ氏が持参した画像を、関西大学なにわ・大阪文化遺
産学研究センターで鑑定した結果、当センター研究員北川央氏（大
阪城天守閣研究副主幹）らによって、現存作例のきわめて少ない、
豊臣期の大坂を描いた屛風であることが確認された。同年 10 月
18 日、エームケ氏は関西大学において「豊臣期大坂図屛風」を紹介する講演をおこない、翌日の「朝日新聞」朝
刊第 1 面にてカラー写真とともに報じられた（図 2）。
　関西大学は、2007 年 6 月 5 日に州立博物館ヨアネウムと、「豊臣期大坂図屛風」の共同研究協定を締結した。
協定は 6 か条からなり、シンポジウムの開催、資料の相互利用、研究成果の交換を行なうことなどが取り決められた。
共同研究の期間は 2007 年から 2009 年の 3 年間である。2007 年 7 月 2 日には大阪城天守閣とも同様の協定を結
び、三者間の共同研究体制が整えられた。
「豊臣期大坂図屛風」に描かれる景観
　現在、豊臣期の大坂を描いた屛風は 4 点が伝存している。そのう
ち 2 点は大坂冬の陣・夏の陣を描いた合戦図屛風である。平和時
の豊臣大坂城および城下を描いた作例は「大坂城図屛風」（大阪城
天守閣所蔵、2 曲 1 隻）と「京・大坂図屛風」（大阪歴史博物館、6
曲 1 双）のわずか 2 点である。これら 2 点の作品と比較しても、エッ
ゲンベルク城博物館所蔵「豊臣期大坂図屛風」が持つ歴史的・美術
史的価値はきわめて高い。
　各扇の大きさは、高さが約 180cm、幅が約 60cm である。屛風
の両端にあたる第 1 扇と第 8 扇は幅が約 58cm とやや狭い。金雲は、
三列の粒状文で縁どった中に牡丹花・桜・梅鉢文を散りばめる。こ
れらの文様は胡粉盛上の技法が施されている（図 3）。
　本屛風は、第 1 扇の堺から第 8 扇の宇治平等院までの範囲を描く。
限られた画面の中にこれらの景観を盛り込むために、金雲を効果的
に用いている。
　画面の中央には大坂城が大きく描かれる。第 7 扇には大坂城の天
守がそびえ立つ。この天守が入母屋造の屋根を重ねて最上階に廻縁と高欄を備えた望楼式であることから、豊臣期
の大坂城であることがわかる。
　豊臣期大坂城の本丸には千畳敷御殿と呼ばれる建物があり、豊臣政権の政庁として用いられていたとされる。本
屛風第 6 扇にも桧皮葺の大屋根を持つ広壮な建物が描かれ、千畳敷御殿を表していると考えられる。本丸の北側（画
面手前側）と二の丸との間には、楼門形式の極楽橋が描かれる。極楽橋の楼門は慶長 5 年（1600）には京都の豊
国神社へ移築されたことが『義
ぎ え ん じ ゅ ご う に っ き
演准后日記』に記されており、この極楽橋が本屛風の景観年代を特定する上で重要
な手がかりとなる。第 4 扇から第 5 扇にかけて、三の丸が描かれている。
　画面下部を流れる川は淀川（大川）である。大坂城と淀川の位置関係から、この屛風が北から俯瞰した構図であ
図 3：「豊臣期大坂図屛風」の金雲
図 2：関西大学で講演するエームケ氏
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ることがわかる。第 3 扇に架かる橋は天神橋、第 4 扇に架かる橋
は天満橋である。天神橋と天満橋の間の淀川南岸には、八軒家浜の
船着場がある。第 2 扇に描かれる、淀川と直交する川は東横堀川で
ある。東横堀川は、豊臣秀吉によって天正 13 年（1585）に大坂
城の西の備えとして開削された。画中の最も手前に架かる橋は高麗
橋であると考えられる。高麗橋は江戸時代には、西日本の街道の起
点とされた。「豊臣期大坂図屛風」の高麗橋上には、両替商がみられ、
膝元にあるのは銭の束である。客は遠路大坂にたどり着いたばかり
の旅人であろうか（図 4）。
　東横堀川の西（画面右）側には、船場の町並みが広がる。大坂の町は、大坂城築城と同時に造成された。天正
11 年（1583）には、すでに大坂城の完成に先んじて大名屋敷や町屋敷が建築されていた。当初は大坂城から四天
王寺へ向けて南側へと街路が延び、城下の西側への開発はおよそ東横堀川を限度としていた。
　慶長元年（1596）の大地震により、大坂の町は深刻な被害を受けた。秀吉はこの打撃からの復興にあたり、慶
長 3 年（1598）に大坂城三の丸の建設と、それにともなう町屋敷の移転を行なった。移転先として、東横堀川の
西側の地が用意された。これを契機に船場の開発が急速に進むことになった。以降、大坂の町は西へと拡張するこ
とになり、江戸時代に「天下の台所」と称された大坂の基礎が形づくられた。
　第 3 扇から第 4 扇にかけて、画面上部に住吉大社が描かれている。社殿の描写は写実的ではないが、反橋と石
舞台によって住吉大社であると判断できる。住吉大社は摂津国の一之宮として、あるいは航海安全を祈願する神社
として、古くから諸人の崇敬を集めてきた。大坂を題材とした絵画では、住吉大社と四天王寺とを描く作品が多く
みられ、大坂の名所として広く知られてきた。
　住吉大社の境内前を通るのは、旧暦の 6 月晦日に行なわれる荒
あらにごのおおはらえしんじ
和大祓神事の行列である。住吉大社を出発した
行列は、神輿を奉じて堺の宿院頓宮へと向かう。祭行列の向かう先、第 1 扇の上部に堺の町が描かれている。行
列の先頭が橋を渡り、今しも堺に入ろうとするところである。現在でも、大阪の夏祭りの最後を飾る祭りとして、
7 月末から 8 月 1 日にかけて住吉大社の夏祭りが行なわれる。
　祭行列の歩く下方に、住吉浦が描かれる。住吉大社と堺、住吉浦の位置関係から、この場面は西から見た構図で
あることがわかる。金雲で空間を区切り、大坂城や船場の場面とは異なる構図を同一画面の中に配置している。
　屛風の左端、第 8 扇には京坂間の寺社が配置される。最上段には、宇治平等院がある。中堂から延びる左右の
翼廊の特徴的な形態により、鳳凰堂であることがわかる。平等院の前に宇治川が流れ、巡礼が橋を渡って参詣する
様子が描かれている。宇治川に浮かぶ小舟には柴が積まれている。「宇治の柴舟」といえば、古くは『新古今和歌集』
寂蓮法師の歌に詠まれ、また上方落語にも同名の演目が見られるなど、芸能において「宇治」を題材とするうえで
欠かせないものであった。宇治平等院を画題とする場合、宇治川と柴舟があわせて描き込まれるのが通例である。
　第 8 扇の中ほどにある神社は石清水八幡宮で、社殿と参詣客が描かれている。淀川を挟んで第 8 扇最下段には
天王山と宝積寺がある。「豊臣期大坂図屛風」は、全 8 曲を通して画面最下段になだらかな丘陵が描かれているが、
その中で天王山はひときわ高く描かれる。天王山は、天正 10 年（1582）に秀吉が明智光秀を破った山崎合戦の
舞台となった地である。山崎合戦の後、秀吉は大坂城を築くまでこの地を拠点としていた。
　本屛風の景観年代は、豊臣大坂城の様相や楼門形式の極楽橋、船場の町並みが描かれることから、慶長年間（1596
～ 1615）であると考えられる。
図 4：第 2 扇　高麗橋
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エッゲンベルク家　略系図（16～ 18 世紀）
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Johann Christian
1641 ～ 1710
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Wolfgang
～ 1536
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1526 ～ 1536
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1568 ～ 1634
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Johann Anton
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Genealogy of Eggenberg（16 ～ 18C）
「豊臣期大坂図屛風」について
14
ハプスブルク家　略系図（16～ 18 世紀）
フェルディナント 1世
Ferdinand Ⅰ
（1556 ～ 1564）
マリア
Maria Anna
カール 5世
Karl Ⅴ
（1519 ～ 1556）
カール大公
Karl II
大公フェルディナント 2世
Ferdinand II　
マクシミリアン 2世
Maximilian II
（1564 ～ 1576）
マリア
Maria
フェリペ 2世
Felipe Ⅱ
（1556 ～ 1598）
アンナ
Anna
ルドルフ 2世
Rudolf II
（1576 ～ 1612）
マティアス
Matthias
（1612 ～ 1619）
エルンスト
Ernst
アルブレヒト 7世
Albrecht Ⅶ
イザベラ・クララ・エウヘニア
Isabel Clara Eugenia
フェリペ 3世
Felipe Ⅲ
（1598 ～ 1621）
マルガレーテ
Margarete
マリア・アンナ
Maria Anna
フェルディナント 2世
Ferdinand II
（1619 ～ 1637）
レオポルト・ヴィルヘルム
Leopold Wilhelm
フェルディナント 3世
Ferdinand Ⅲ
（1637 ～ 1657）
マリア・アンナ
Maria Anna
フェリペ 4世
Felipe Ⅳ
（1621 ～ 1665）
マリア・アンナ
Maria Anna
ヨーゼフ 1世
Joseph Ⅰ
（1705 ～ 1711）
カルロス 2世
Carlos Ⅱ
（1665 ～ 1700）
マリア・テレジア
Maria Theresia
フランツ 1世
Franz Ⅰ
（1745 ～ 1765）
マクシミリアン・フランツ
Maximilian Franz
（ケルン大司教）
マリア・アントニア
Maria Antonia
（マリー・アントワネット、
フランス王妃）
フェルディナント
Ferdinand
（モデナ公）
マリア・カロリーネ
Maria Karolina
（ナポリ公妃）
レオポルト2世
Leopold Ⅱ
（1790～1792）
マリア・アマーリエ
Maria Amalia
（パルマ公妃）
マリー・クリスティーネ
Marie Christine
（ザクセン・テッシェン公妃）
ヨーゼフ2世
Joseph Ⅱ
（1765～1790）
レオポルト 1世
Leopold Ⅰ
（1658 ～ 1705）
カール 6世
Karl VI
（1711 ～ 1740）
〔スペイン・ハプスブルク家〕
〔オーストリア・ハプスブルク家〕
神聖ローマ帝国皇帝
スペイン国王
婚姻関係
（　　　）内数字は国王・皇帝在位期間
カルロス 1世
Carlos Ⅰ
（1519 ～ 1556）
Genealogy of Habsburg(16 ～ 18C)
